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▽
令
和
３
年
度
鹿
屋
市
一
般
会
計

予
算

　（
賛
成
多
数
可
決
）

　
令
和
３
年
度
当
初
予
算
は
、
第

２
次
鹿
屋
市
総
合
計
画
に
掲
げ
る

ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
『
ひ
と
が

元
気
！
ま
ち
が
元
気
！
「
未
来
に

つ
な
が
る
健
康
都
市
　
か
の
や
」』

の
実
現
に
向
け
、
総
合
計
画
の
５

つ
の
基
本
目
標
に
沿
っ
た
施
策
を

着
実
に
推
進
す
る
予
算
と
し
て
編

成
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
２

１
億
７
千
万
円
で
前
年
度
当
初
予

算
と
比
べ
、
２.

３
％
減
と
な
る
。

▽
令
和
３
年
度
鹿
屋
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

（
全
会
一
致
可
決
）

　
保
険
給
付
費
、
国
民
健
康
保
険

事
業
費
納
付
金
及
び
共
同
事
業
拠

出
金
な
ど
を
計
上

▽
令
和
３
年
度
鹿
屋
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

（
全
会
一
致
可
決
）

　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納

付
金
及
び
保
険
事
業
費
な
ど
を
計

上▽
令
和
３
年
度
鹿
屋
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
予
算

（
全
会
一
致
可
決
）

　
保
険
給
付
費
及
び
地
域
支
援
事

業
費
な
ど
を
計
上

▽
令
和
３
年
度
鹿
屋
市
水
道
事

業
会
計
予
算（

全
会
一
致
可
決
）

　
水
道
施
設
拡
張
事
業
、
水
道
施

設
維
持
管
理
事
業
、
未
給
水
地
区

整
備
事
業
、
基
幹
管
路
耐
震
化
整

備
事
業
及
び
道
路
工
事
等
に
伴
う

配
水
管
整
備
事
業
の
実
施
に
要
す

る
経
費
な
ど
を
計
上

▽
令
和
３
年
度
鹿
屋
市
下
水
道

事
業
会
計
予
算

（
全
会
一
致
可
決
）

　
汚
水
整
備
事
業
、
雨
水
整
備
事

業
、
包
括
的
維
持
管
理
の
実
施
に

要
す
る
経
費
な
ど
を
計
上

当

初

予

算

関

係

３
月
定
例
会

令和３年度一般会計当初予算令和３年度一般会計当初予算
５２１億７千万円５２１億７千万円（前年比２.３％減）（前年比２.３％減）

令和３年２月臨時会及び令和３年３月定例会が開催されました
　令和３年２月臨時会は、２月１日の１日の会期で開催され、付議された案件は、令和２年度一般
会計補正予算議案（第11号）と報告４件で、原案可決、了承としました。
　令和３年３月定例会は、２月25日から３月23日までの27日間の会期で開催しました。
　今定例会に付議された案件は、令和３年度一般会計当初予算及び各特別会計予算議案、令和２年
度一般会計補正予算議案（第12号・第13号）など38件で、それぞれの議案を原案可決、同意及び適任
と認めるとし、意見書１件を否決しました。
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令和３年度　各会計別当初予算額前年度比較� （単位：千円）

会　計　名 予 算 額 前年度比

一般会計予算 52,170,000 2.3％減

国民健康保険事業特別会計予算 11,672,092 1.2％増

後期高齢者医療特別会計予算 1,388,484 0.9％増

介護保険事業特別会計予算 11,804,453 3.0％増

公
営
企
業
会
計

水道事業会計予算

収益的収入 1,858,265 3.1％増

収益的支出 1,653,454 1.3％増

資本的収入 50,724 2.9％増

資本的支出 884,679 3.1％増

下水道事業会計予算

収益的収入 980,954 1.4% 減

収益的支出 912,951 4.7% 減

資本的収入 201,686 14.0% 減

資本的支出 584,492 2.2% 減

市税
繰入金
繰越金

小計
地方交付税
国庫支出金
県支出金
市債

小計
　　　　合　　計

市税
繰入金
繰越金

小計
地方交付税
国庫支出金
県支出金
市債

小計
　　　　合　　計

その他
（使用料、手数料など）
その他
（使用料、手数料など）

その他
（地方譲与税、地方消費税交付金など）
その他
（地方譲与税、地方消費税交付金など）

9,785,600
3,972,662
600,000

9,785,600
3,972,662
600,000

17,947,282
12,400,000
9,150,749
5,280,724
3,979,700

34,222,718
52,170,000

17,947,282
12,400,000
9,150,749
5,280,724
3,979,700

34,222,718
52,170,000

3,589,0203,589,020

3,411,5453,411,545

諸支出金諸支出金

公債費公債費災害復旧費災害復旧費

教育費教育費

消防費消防費

土木費土木費

商工費
農林水産業費農林水産業費

衛生費衛生費
労働費労働費

（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）

民生費民生費

総務費総務費

予備費予備費 議会費議会費

歳

　
　
　入

自
主
財
源

自
主
財
源

依
存
財
源

依
存
財
源

議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
災害復旧費
公債費
諸支出金
予備費
　　　　　　合　計

議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
災害復旧費
公債費
諸支出金
予備費
　　　　　　合　計

303,855
5,664,766
21,550,825
2,918,728
65,274

2,789,420
923,098
2,512,643
1,449,732
5,823,192
228,193
4,506,449
3,333,825
100,000

52,170,000

303,855
5,664,766
21,550,825
2,918,728
65,274

2,789,420
923,098
2,512,643
1,449,732
5,823,192
228,193
4,506,449
3,333,825
100,000

52,170,000

歳

　
　
　出

歳  出
521億
7千万円
521億
7千万円

令和３年度当初予算内訳

地方交付税地方交付税

国庫支出金国庫支出金

市債市債

県支出金県支出金

その他その他

その他その他

繰越金繰越金

繰入金繰入金

市税市税

歳  入
521億
7千万円
521億
7千万円

自主財源自主財源

依存財源依存財源
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○
が
ん
ば
る
畑
作
応
援
事
業

　
さ
つ
ま
い
も
基
腐
病
菌
密
度
の

低
減
を
図
る
た
め
、
被
害
が
著
し

い
ほ
場
に
お
い
て
国
の
事
業
を
活

用
し
、
他
作
物
へ
の
転
換
を
行
う

生
産
者
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

県
補
助
事
業
を
活
用
し
た
機
械
整

備
を
支
援
し
、
農
業
の
発
展
及
び

農
家
の
経
営
安
定
を
図
る
た
め
の

経
費

１
千
５
０
０
万
円

○
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
事
業

　
農
業
や
畜
産
の
現
場
に
お
け
る

作
業
の
効
率
化
と
生
産
性
の
向
上

を
図
る
た
め
、「
か
の
や
型
ス
マ
ー

ト
農
業
推
進
方
針
」
に
基
づ
き
、

統
合
環
境
制
御
装
置
や
農
業
用
ド

ロ
ー
ン
の
普
及
を
推
進
す
る
た
め

の
経
費

１
千
３
３
０
万
円

令
和
３
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
の
主
な
事
務
事
業

○
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
事
業

　
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
や

す
い
環
境
づ
く
り
や
各
種
大
会
、

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
に
よ
る
交
流

を
促
進
す
る
た
め
に
、
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
整
備
を
行
う
た
め
の
経
費

１
億
８
千
９
４
０
万
円

○
高
品
質
か
の
や
和
牛
産
地
化
事

業
　「
日
本
一
和
牛
の
ふ
る
里
か
の

や
」
の
確
立
と
第
12
回
全
国
和
牛

能
力
共
進
会
（
鹿
児
島
県
開
催
） 

に
向
け
、
畜
産
経
営
体
の
施
設
等

の
整
備
や
繁
殖
農
家
・
肥
育
農
家

に
お
け
る
生
産
基
盤
の
維
持
・
拡

大
に
対
す
る
支
援
を
強
化
す
る
た

め
の
経
費

５
億
４
千
９
２
０
万
円

〇
企
業
誘
致
サ
ポ
ー
ト
事
業

　
企
業
進
出
や
誘
致
に
向
け
た
取

組
を
進
め
る
こ
と
で
、
雇
用
機
会

の
拡
大
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
と
と
も
に
、
立
地
協
定
を
締

結
し
た
企
業
が
行
う
設
備
投
資
等

に
対
す
る
助
成
を
行
う
こ
と
で
、

企
業
活
動
の
促
進
及
び
市
内
定
着

を
推
進
す
る
た
め
の
経
費

２
億
５
千
１
９
０
万
円

○
人
口
維
持
・
移
住
促
進
事
業

　
令
和
２
年
４
月
に
設
置
し
た

「
か
の
や
移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
を
中
心
に
、
移
住
希
望
者

に
届
く
情
報
発
信
等
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
人
口
減
少
対
策
の
第

一
段
階
と
し
て
若
者
の
出
会
い
の

場
を
創
出
し
、
結
婚
の
き
っ
か
け

づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の

経
費

１
千
４
４
０
万
円

○
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

　
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

や
す
い
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
中
学
生
ま
で
と
し
て
い
た

医
療
費
無
償
化
の
対
象
を
高
校
生

ま
で
広
げ
、
子
育
て
世
帯
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
の
経

費

４
億
５
千
９
３
０
万
円

○
戦
争
遺
跡
保
存
活
用
事
業

　
日
本
最
大
の
特
攻
基
地
や
多
く

の
戦
争
遺
跡
を
有
す
る
ま
ち
と
し

て
、
戦
争
の
記
憶
を
未
来
へ
語
り

継
ぐ
た
め
、
Ｃ
Ｇ
を
活
用
し
て
Ｖ

Ｒ
映
像
化
し
、
来
訪
者
が
仮
想
体

験
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

で
、
平
和
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す

る
た
め
の
経
費

２
千
２
８
０
万
円

○
ば
ら
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

推
進
事
業

　「
ば
ら
」
や
「
か
の
や
ば
ら
園
」

の
魅
力
を
最
大
限
に
生
か
し
た
イ

ベ
ン
ト
や
情
報
発
信
を
行
う
と
と

も
に
、
多
く
の
方
々
が
訪
れ
る
魅

力
あ
る
ば
ら
園
と
な
る
よ
う
な
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
構
想
を
策
定
す
る
た

め
の
経
費

２
千
５
７
０
万
円

施 設 名 整 備 内 容

鹿屋中央公園
ソフト・サッカー場：照明ＬＥＤ化、グラウンド改修

テニス場：照明ＬＥＤ化

鹿屋運動公園 陸上競技場：ウレタン舗装改修

野里運動広場 設計（サッカー場１面、テニス場９面、管理棟）
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○
環
境
対
策
推
進
事
業

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ

S

へ
の
取
組
の
一
つ

と
し
て
、
ご
み
減
量
化
・
地
球
温

暖
化
対
策
な
ど
環
境
分
野
に
関

す
る
講
演
会
や
子
供
向
け
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
か
の
や

３
キ
リ
運
動
及
び
３
０
１
０
運

動
の
取
組
を
促
進
し
、
自
然
環

境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
鹿
屋
市

畜
産
環
境
セ
ン
タ
ー
利
用
農
家

の
自
己
処
理
施
設
の
整
備
促
進

等
に
よ
る
畜
産
環
境
対
策
を
推

進
す
る
た
め
の
経
費

１
億
８
９
０
万
円

○
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

　
生
活
上
の
困
難
に
直
面
し
て

い
る
方
々
が
自
立
し
た
生
活
を

送
れ
る
よ
う
、
生
活
や
就
労
な

ど
幅
広
い
相
談
に
対
応
す
る
支

援
員
の
配
置
や
、
住
居
確
保
の

た
め
の
家
賃
補
助
な
ど
、
一
人

ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ
た
各
種

支
援
を
実
施
す
る
た
め
の
経
費

１
千
２
９
０
万
円

○
（
仮
称
）
北
部
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
施
設
整
備
・
運
営
事
業

　
令
和
３
年
９
月
の
供
用
開
始
に

向
け
て
施
設
整
備
を
進
め
る
と
と

も
に
、
安
全
安
心
な
給
食
を
提
供

で
き
る
体
制
を
整
え
、
円
滑
な
業

務
開
始
と
安
定
し
た
運
営
に
努
め

る
た
め
の
経
費

15
億
４
千
２
１
０
万
円

○
雨
水
排
水
対
策
事
業

　
５
号
排
水
路
の
負
荷
を
軽
減
す

る
た
め
の
調
査
・
研
究
や
、
新
川

地
区
へ
の
雨
水
の
流
入
を
防
止
及

び
分
水
さ
せ
る
た
め
の
新
た
な
排

水
路
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、

都
市
公
園
な
ど
の
公
共
施
設
に
雨

水
流
出
抑
制
施
設
の
設
置
な
ど
に

取
り
組
み
、
市
内
各
所
で
発
生
し

て
い
る
浸
水
・
冠
水
被
害
の
改
善

を
図
る
た
め
の
経
費

１
億
４
千
６
１
０
万
円

○
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

　
不
妊
に
悩
む
夫
婦
の
精
神
的
負

担
や
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
高
額
な
医
療
費
が
か
か
る

特
定
不
妊
治
療
に
要
す
る
費
用
の

一
部
を
助
成
す
る
た
め
の
経
費

１
千
２
７
０
万
円

○
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
事
業

　
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
（
指
導
者
用

教
材
）
の
導
入
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
す
る
英
語
力
テ
ス
ト
の

実
施
等
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
活
用
し
た
学
習
を
推
進
し
、

視
覚
的
な
学
び
と
表
現
力
を
育
む

「
わ
か
る
」
授
業
の
推
進
に
取
り

組
む
た
め
の
経
費

９
千
４
０
万
円

〇
農
福
連
携
・
障
害
者
支
援
事
業

　
　
障
が
い
が
あ
る
方
が
安
心
し

て
日
常
生
活
を
送
り
、
社
会
参

加
が
で
き
る
よ
う
、
農
福
連
携

の
更
な
る
推
進
や
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
な
ど
、
地
域

で
の
生
活
の
支
援
機
能
の
充
実

を
図
る
た
め
の
経
費３

９
０
万
円

○
共
生
協
働
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
推
進
事
業

　
　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
支
え
合

い
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
か
の

や
を
実
現
す
る
た
め
、
女
性
の

声
を
市
政
に
取
り
入
れ
る
こ
と

で
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

繋
げ
る
と
と
も
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
の
市
民
活
動
団
体
が
、
主
体

的
に
企
画
・
実
施
す
る
地
域
の

課
題
解
決
に
資
す
る
事
業
に
対

し
、
初
期
経
費
の
一
部
を
補
助

す
る
こ
と
で
活
動
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
を
支
援
す
る
た
め
の
経

費

２
千
３
８
０
万
円

○
立
地
適
正
化
計
画
策
定
事
業

　
複
数
の
拠
点
を
定
め
て
住
宅

や
生
活
サ
ー
ビ
ス
を
集
約
さ
せ

る
こ
と
で
、
市
街
地
や
地
域
拠

点
の
利
便
性
を
高
め
、
良
好
な

居
住
環
境
の
形
成
を
図
る
立
地

適
正
化
計
画
を
策
定
し
、
多
極

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
た
取
組

を
推
進
す
る
た
め
の
経
費

９
１
０
万
円

○
二
次
救
急
医
療
体
制
支
援
事
業

　
大
隅
地
域
に
お
け
る
重
症
救

急
患
者
の
医
療
体
制
を
維
持
・

確
保
す
る
た
め
、
救
急
搬
送
患

者
数
の
増
加
や
人
材
確
保
等
の

課
題
を
抱
え
る
二
次
救
急
医
療

機
関
の
安
定
的
な
運
営
を
支
援

し
、
市
民
の
安
全
で
安
心
な
生

活
の
実
現
を
図
る
た
め
の
経
費

５
千
８
９
０
万
円
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補

正

予

算

関

係

▽
令
和
２
年
度
鹿
屋
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
12
号
）

　（
全
会
一
致
可
決
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
未
だ
歯
止
め
が
か
か
ら
な

い
中
、
地
域
経
済
等
へ
の
影
響
を

踏
ま
え
、
国
の
第
３
次
補
正
予
算

に
よ
る
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

活
用
し
た
事
業
者
・
市
民
生
活
支

援
、
感
染
防
止
対
策
に
要
す
る
経

費
を
計
上

▽
令
和
２
年
度
鹿
屋
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
13
号
）

　（
全
会
一
致
可
決
）

　
国
の
補
正
予
算
に
対
応
し
た
事

業
の
ほ
か
、
各
種
基
金
へ
の
積
立
、

事
業
費
の
確
定
に
伴
う
減
額
等
を

中
心
に
編
成

▽
令
和
２
年
度
鹿
屋
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）　（

全
会
一
致
可
決
）

　
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費
等

の
保
険
給
付
費
及
び
令
和
元
年
度

の
事
業
費
確
定
に
伴
う
県
支
出
金

償
還
金
の
増
額
等

▽
令
和
２
年
度
鹿
屋
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）　（

全
会
一
致
可
決
）

　
保
険
基
盤
安
定
負
担
金
及
び
令

和
元
年
度
の
事
業
費
確
定
に
伴
う

広
域
連
合
へ
の
納
付
金
の
増
額
等

▽
令
和
２
年
度
鹿
屋
市
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

　（
全
会
一
致
可
決
）

　
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
保
険

給
付
費
及
び
令
和
元
年
度
の
事
業

費
確
定
に
伴
う
国
県
支
出
金
償
還

金
の
増
額
等

▽
令
和
２
度
鹿
屋
市
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　（
全
会
一
致
可
決
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
る
基
本
料
金
免
除
措
置
等
に

よ
る
減
額

▽
令
和
２
年
度
鹿
屋
市
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　（
全
会
一
致
可
決
）

　
令
和
２
年
度
下
水
道
事
業
の
決

算
見
込
み
に
伴
う
補
正

（予算委員会での審査の様子）

令和２年度　各会計別補正予算額� （単位：千円）

会　計　名 補 正 額 補正後の予算総額

一般会計補正予算（第 12 号） 471,563 73,162,062

一般会計補正予算（第 13 号） 472,797 73,634,859

国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 99,830 11,631,029

後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 10,461 1,389,350

介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 168,148 11,625,735

水道事業会計補正予算（第１号）

（消費税込）

収益的収入 49,358 1,851,764

収益的支出 	 △14,621 1,617,248

資本的収入 △3,000 46,274

資本的支出 	 △34,100 	 824,133

下水道事業会計補正予算（第１号）

（消費税込）

収益的収入 	 △3,111 	 991,968

収益的支出 	 △23,125 934,424

資本的収入 △3,359 231,071

資本的支出 △6,955 590,750
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３月定例会　その他の上程議案・採決結果
№１

議　案　名 概　　　要 結　果
（※施行日）

鹿屋市情報公開・個人情報保護審
査会条例等の一部を改正する等の
条例の制定について

附属機関の見直しに伴い、審議会等の会議の招

集方法等の規定を改めるもの

全会一致可決

（公布の日外）

鹿屋市職員の服務の宣誓に関する
条例の一部改正について

押印の廃止に伴い、所要の規定の整備を行うも

の

全会一致可決

（公布の日）

鹿屋市職員の特殊勤務手当に関す
る条例の一部改正について

人事院規則の一部改正に伴い、新型コロナウイ

ルス感染症の患者等への対応に従事した職員に

特例で支給する特殊勤務手当の額等を改めるも

の

全会一致可決

（公布の日）

鹿屋市会計年度任用職員の給与、
旅費及び費用弁償に関する条例の
一部改正について

人事院勧告に基づく会計年度任用職員の給与等

の取扱いを定めるもの

全会一致可決

（公布の日）

鹿屋市子ども医療費助成に関する
条例の一部改正について

対象者を住民税非課税世帯の高校生から住民税

課税世帯の高校生までに改めるもの

全会一致可決

（公布の日）

鹿屋市介護保険条例の一部改正に
ついて

第８期介護保険事業計画に基づく令和３年度か

ら令和５年度までの第１号被保険者の保険料率

の額の改定など所要の規定の整備を行うもの

全会一致可決

（R3.4.1）

鹿屋市指定地域密着型サービスの
事業の人員、設備及び運営に係る
基準に関する条例の全部改正につ
いて

指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及

び運営に関する基準の一部改正に伴い、当該基

準の例による規定とするなど所要の規定の整備

を行うもの

全会一致可決

（R3.4.1）

鹿屋市指定地域密着型介護予防
サービスの事業の人員、設備及び
運営並びに指定地域密着型介護予
防サービスに係る介護予防のため
の効果的な支援の方法に係る基準
に関する条例の全部改正について

指定地域密着型介護予防サービスの事業の人

員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予

防サービスに係る介護予防のための効果的な支

援の方法に関する基準の一部改正に伴い、当該

基準の例による規定とするなど所要の規定の整

備を行うもの

全会一致可決

（R3.4.1）

鹿屋市指定介護予防支援等の事業
の人員及び運営並びに指定介護予
防支援等に係る介護予防のための
効果的な支援の方法に関する基準
を定める条例の全部改正について

指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並び

に指定介護予防支援等に係る介護予防のための

効果的な支援の方法に関する基準の一部改正に

伴い、当該基準の例による規定とするなど所要

の規定の整備を行うもの

全会一致可決

（R3.4.1）

鹿屋市国民健康保険条例の一部改
正について

新型インフルエンザ等対策特別措置法等の一部

改正に伴い、関係する条例の所要の規定の整理

を行うもの

全会一致可決

（公布の日）

※施行日については掲載可能なものについて掲載しています。
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指定管理者の指定議案・採決結果
施　設　名 指定管理者 指定期間 結果

鹿屋市串良温泉センターの指定管理
者の指定について

株式会社グッド
スタッフ

令和３年４月１日から
令和８年３月31日まで

（５年間）
全会一致可決

３月定例会　その他の上程議案・採決結果
№２

議　案　名 概　　　要 結　果
（※施行日）

鹿屋市工場等立地促進に関する条
例の一部改正について

本市への企業立地に伴い、より安定的な雇用の

場を創出するため、補助要件の変更等について、

所要の規定の整備を行うもの

全会一致可決

（R3.4.1）

鹿屋市肉用牛導入事業基金条例の
一部改正について

基金の利子運用益の処理方法等について、所要

の規定の整備を行うもの

全会一致可決

（公布の日）

鹿屋市都市公園条例の一部改正に
ついて

平和公園陸上競技場の改修に伴い、同施設の名

称について所要の規定の整備を行うもの

全会一致可決

（R3.4.1）

鹿屋市手数料条例の一部改正につ
いて

建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法

律の一部改正に伴い、エネルギー消費性能確保

計画適合性判定手数料を定めるなど所要の規定

の整備を行うもの

全会一致可決

（R3.4.1）

鹿屋市営住宅条例の一部改正につ
いて

市営住宅の入居時における同居親族要件の廃止

及び単身者の入居可能な住宅規模要件を緩和す

るもの

全会一致可決

（R3.4.1）

鹿屋市子育て支援住宅条例の一部
改正について

鹿屋市子育て支援住宅の入居者から徴収する敷

金の運用方法等について所要の規定の整備を行

うもの

全会一致可決

（R3.4.1）

鹿屋市串良ふれあいセンター条例
及び鹿屋市公民館条例の一部改正
について

鹿屋市串良ふれあいセンター等の工芸室の整備

に伴い、工芸室の使用料等について所要の規定

の整備を行うもの

全会一致可決

（R3.4.1）

訴訟上の和解及び損害賠償の額を
定めることについて

地方自治法第 96 条第１項第 12 号の規定によ

り、議会の議決を求めるもの
全会一致可決

市道路線の認定及び変更について
市道路線を認定及び変更したいので、道路法第

８条第２項及び第 10 条第３項の規定により、

提出するもの

全会一致可決

訴訟上の和解及び損害賠償の額を
定めることについて

地方自治法第 96 条第１項第 12 号及び第 13 号、

地方公営企業法第 40 条第２項並びに鹿屋市水

道事業及び下水道事業の設置等に関する条例第

７条の規定により、議会の議決を求めるもの

全会一致可決

※施行日については掲載可能なものについて掲載しています。
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▽
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

　
　
中
野
　
健
作
　
　（
同
意
）

▽
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

　
　
鈴
木
　
健
太
　
　（
同
意
）

▽
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　
　
野
間
口
　
博
修

　
　
　
　
　
　（
適
任
と
認
め
る
）

　
　
園
田
　
八
千
子

　
　
　
　
　
　（
適
任
と
認
め
る
）

（
否
決
と
し
た
も
の
）

▽
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約

の
署
名
・
批
准
を
求
め
る
意
見

書
（
案
）

議
会
運
営
委
員
会

▽
次
期
議
会
の
議
会
運
営
に
関
す

る
事
項
及
び
議
長
の
諮
問
に
関

す
る
事
項
に
つ
い
て

▽
令
和
２
年
度
鹿
屋
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
11
号
）

　（
全
会
一
致
可
決
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
の
承
認
、
市
町
村
へ
の
分
配
が

開
始
さ
れ
た
際
に
、
速
や
か
に
接

種
が
実
施
で
き
る
よ
う
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
等
に
要
す
る
経
費
を
予
算

計
上
す
る
も
の

閉
会
中
の
継
続
調
査

人

事

関

係

意

見

書

第三次鹿屋市議会改革特別委員会最終報告
協議項目 協 議 結 果

1 市議会議員及び市長の同時
選挙実施に関すること

・公職選挙法第34条の２による90日特例及び議会自主解散によ
る同時選挙は、行わないとしたこと。

2 議員の定数及び常任委員会
の改編に関すること

・定数28人から26人としたこと。
・予算・決算を除く委員会数を４→３（総務市民環境委員会・文

教福祉委員会・産業建設委員会）、常任委員会としていた決算
委員会をその都度設置する特別委員会としたこと。

3 議員報酬及び政務活動費に
関すること ・議員報酬及び政務活動費については、現状維持としたこと。

4 議会・議員の情報公開の在
り方に関すること

・政務活動費に係る収支報告書・領収書等を令和元年度分から
ホームページ等で公開すること。

・委員会の公開について（傍聴の取扱いは現行のままとしたこ
と）

5 議会のICTの活用と効率化に
関すること

・令和３年度のタブレット端末の導入に向けて、議会のICT化を
推進するとしたこと。

・議会のICT化に関する要望書を提出したこと。

6 議会報告会の在り方に関す
ること

・名称を「議員と語る会」とし、会場は12の中学校区を原則毎
年３か所ずつ実施するとしたこと。

・事前にテーマを決め、公募も含めて議会運営委員会で協議する
としたこと。

・広く市民との意見交換ができるように努め、学生や職域などと
の交流も深めるとしたこと。

7 その他議会改革に関するこ
と

・議会報委員会を任意の委員会から「協議・調整の場」として会
議規則に位置付けたこと。

補

正

予

算

関

係

２
月
臨
時
会

令和２年度鹿屋市一般会計補正予算（第11号）
� （単位：千円）

補正額 508,611

補正後の予算総額 72,690,499
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さ
え
る
」「
つ
な
が
る
」
の
４
つ
の

基
本
方
針
に
基
づ
く
取
組
を
行
う
。

　
ま
た
、
再
配
置
計
画
の
後
期
と

な
る
こ
と
か
ら
、
施
設
整
備
の
推

進
、
既
存
施
設
の
修
繕
や
改
修
を

行
い
、
施
設
の
長
寿
命
化
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
。

　

自
治
体
の
危
機
対
策
が
重
要

視
さ
れ
る
中
、
技
術
系
職
員
の
体

制
を
強
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

勤
務
状
況
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

　
ま
た
、
職
員
の
確
保
に
向
け
、

戦
略
的
、
具
体
的
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

　

定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
、

全
体
的
な
職
員
数
の
削
減
に
取
り

組
み
、
業
務
の
効
率
化
を
進
め
る

と
と
も
に
、
県
か
ら
の
権
限
移
譲

等
業
務
量
の
変
化
な
ど
も
踏
ま
え
、

適
正
な
職
員
数
を
確
保
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
技
術
系
職
員
の
確
保
に

つ
い
て
は
、
学
校
訪
問
や
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
等
を
利
用
し
た
周
知
広
報

に
努
め
、
職
務
経
験
者
の
枠
を
設

け
る
と
と
も
に
、
面
接
回
数
を
増

や
し
、
人
物
重
視
の
試
験
を
行
う

な
ど
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
。
来

年
度
は
、
県
内
大
学
で
説
明
会
の

会
派
構
成
員
議
員

　

第
２
期
鹿
屋
市
ス
ポ
ー
ツ
推

進
計
画
に
つ
い
て
、
基
本
目
標
・

方
針
等
の
概
要
を
示
さ
れ
た
い
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
再
配

置
や
稼
働
状
況
の
効
率
化
に
つ
い

て
、
今
後
の
整
備
内
容
を
示
さ
れ

た
い
。

　

「
ひ
と
り
一
ス
ポ
ー
ツ
の
推

進
」
と
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
人

や
地
域
が
つ
な
が
る
ま
ち
」
を
基

本
目
標
に
、「
す
る
」「
み
る
」「
さ

実
施
や
県
外
で
の
採
用
試
験
実
施

な
ど
を
検
討
し
、
応
募
者
確
保
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

本
市
の
消
防
団
員
数
の
推
移

と
団
員
確
保
の
取
組
に
つ
い
て
示

さ
れ
た
い
。

　
ま
た
、
消
防
団
員
の
処
遇
改
善

な
ど
活
動
の
充
実
強
化
を
図
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

　

消
防
団
員
数
は
減
少
傾
向
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
団
員
確
保
の
取

組
と
し
て
、
消
防
団
活
動
に
積
極

的
な
事
業
所
に
対
す
る
業
者
格
付

の
加
点
措
置
、
団
員
が
飲
食
等
の

際
に
割
引
な
ど
の
特
典
を
受
け
ら

れ
る
消
防
団
サ
ポ
ー
ト
制
度
を
導

入
し
、
団
員
確
保
に
努
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
消
防
団
は
、
火
災
の
み

な
ら
ず
自
然
災
害
へ
の
対
応
や
行

方
不
明
者
の
捜
索
な
ど
地
域
防
災

の
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
に
お

い
て
も
処
遇
改
善
の
検
討
会
も
始

ま
っ
て
お
り
、
そ
の
動
向
を
注
視

し
、
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
福
祉
行
政
に
つ
い
て

・
成
人
式
に
つ
い
て

一　般　質　問
　３月定例会では、６会派と１名の議員により市政全般に関する一般質問が行われました。

　紙面の都合により質問・答弁を要約して掲載していますので、詳細な内容について鹿屋市

議会会議録若しくは市議会ホームページをご覧ください。

《代表質問》　※代表質問者（会派名）

・伊野　幸二（政経・未来）	 ・西薗美恵子（政伸クラブ）

・岡元　浩一（会派至誠・公明）	 ・市來　洋志（会派創生）

・吉岡　鳴人（会派　黎明）	 ・米永　淳子（社民・市民フォーラム）

《個人質問》

・柴立　豊子

※一般質問の様子は下記アドレスからご覧いただけます。

　https://smart.discussvision.net/smart/tenant/kanoya/WebView/rd/council_1.html

代

表

質

問

政
経
・
未
来代

表
質
問
者

伊
野
　
幸
二

原田　靖

別府込初男田辺　水哉

梶原　正憲 宮島　眞一

施
政
方
針
に
つ
い
て

総
務
行
政
に
つ
い
て

鹿
屋
市
消
防
団
に
つ
い
て
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10
年
前
と
比
較
し
て
、
約
51
億
円

の
増
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
増

加
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。

　

８
月
に
鹿
屋
市
国
土
強
靭
化

地
域
計
画
を
策
定
し
た
が
、
早
急

に
取
り
組
む
べ
き
事
業
と
、
７
月

豪
雨
災
害
の
復
旧
工
事
が
い
つ
ま

で
に
完
了
す
る
か
示
さ
れ
た
い
。

　
ま
た
、
避
難
所
の
空
調
設
備
や

予
備
電
源
の
確
保
を
、
６
か
年
計

画
の
中
で
進
め
る
考
え
は
な
い
か
。

　

７
月
豪
雨
に
よ
り
、
道
路
及

び
河
川
災
害
が
計
３
９
３
件
発
生

し
、
３
４
７
件
（
88
％
）
は
緊
急

工
事
で
対
応
、
完
了
し
、
残
り
は
、

国
の
災
害
査
定
を
受
け
、
手
続
き

を
進
め
て
お
り
、
10
月
ま
で
の
完

成
を
予
定
し
て
い
る
。
治
水
、
治

山
、
土
砂
災
害
対
策
に
つ
い
て
早

急
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　
ま
た
、
指
定
避
難
所
の
空
調
に

つ
い
て
は
、
施
設
管
理
者
と
協
議

し
、
予
備
電
源
確
保
に
つ
い
て
は
、

太
陽
光
発
電
や
大
型
発
電
機
な
ど
、

費
用
や
管
理
方
法
等
導
入
が
可
能

か
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

紙
を
基
本
に
、
デ
ジ
タ
ル
は

学
習
効
果
を
高
め
る
補
完
的
な
役

割
と
し
て
、
相
乗
効
果
を
図
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

　
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
要

す
る
保
守
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
機
種

更
新
に
係
る
時
期
・
経
費
等
は
ど

う
試
算
し
、
対
応
す
る
か
。

　

紙
と
デ
ジ
タ
ル
、
両
方
の
教

科
書
の
特
性
を
生
か
し
、
お
互
い

補
完
し
な
が
ら
使
用
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
り
、
上
手
に
組
み
合
わ

せ
た
質
の
高
い
授
業
が
行
わ
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　
ま
た
、
保
守
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

つ
い
て
は
、
納
入
業
者
に
よ
る
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
図
っ
て
お
り
、
機

種
更
新
に
つ
い
て
は
、
小
中
合
わ

せ
て
９
学
年
一
斉
の
更
新
で
は
な

く
、
段
階
的
な
更
新
を
視
野
に
、

慎
重
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
か
の
や
移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て

・
学
校
再
編
・
規
模
適
正
化
に
つ

い
て

会
派
構
成
員
議
員

　

市
債
残
高
及
び
基
金
残
高
の

予
想
さ
れ
る
推
移
を
示
さ
れ
た
い
。

　
ま
た
、
本
年
度
一
般
会
計
の
歳

出
予
算
の
性
質
別
で
30
％
を
占
め

る
扶
助
費
に
つ
い
て
、
予
想
さ
れ

る
推
移
を
示
さ
れ
た
い
。

　

市
債
全
体
は
、
令
和
３
年
度

末
見
込
み
で
約
４
０
８
億
円
と
な

り
、
合
併
時
点
と
比
較
す
る
と
、

約
78
億
円
減
少
し
て
お
り
、
今
後

の
見
通
し
と
し
て
、
令
和
３
年
度

以
降
は
減
少
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
ま
た
、
扶
助
費
に
つ
い
て
は
、

令
和
３
年
度
は
１
５
５
億
円
で
、

の
普
及
促
進
策
と
し
て
、
窓
口
の

時
間
延
長
、
日
曜
日
の
開
設
、
顔

写
真
の
無
料
撮
影
な
ど
を
実
施
し

て
お
り
、
さ
ら
に
、
交
付
窓
口
を

４
箇
所
か
ら
８
箇
所
に
増
設
し
円

滑
な
交
付
に
努
め
て
い
る
。

　

防
災
会
議
委
員
に
お
け
る
女

性
構
成
員
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
示
さ
れ
た
い
。

　
ま
た
、
国
の
防
災
基
本
計
画
の

修
正
を
受
け
、
男
女
共
同
参
画
推

進
室
の
役
割
と
連
携
に
つ
い
て
ど

う
考
え
る
か
。

　

防
災
会
議
委
員
39
名
の
う
ち
、

女
性
委
員
は
４
名
と
な
っ
て
お
り
、

国
の
第
５
次
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
で
定
め
ら
れ
た
30
％
と
い
う

目
標
に
達
し
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
現
在
、
避
難
所
運
営
に

お
け
る
女
性
の
参
画
や
女
性
に
配

慮
し
た
備
蓄
品
の
確
保
な
ど
防
災

行
政
へ
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を

反
映
し
て
い
る
が
、
国
の
防
災
基

本
計
画
の
修
正
を
踏
ま
え
、
男
女

共
同
参
画
推
進
室
を
始
め
と
す
る

関
係
部
署
と
連
携
し
、
課
題
解
決

に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
。

会
派
構
成
員
議
員

　

デ
ジ
タ
ル
専
門
人
材
を
登
用

す
る
と
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な

構
想
を
示
さ
れ
た
い
。

　
ま
た
、「
行
か
な
い
」
市
役
所
、

「
書
か
な
い
・
待
た
な
い
」
窓
口

の
実
現
と
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
促
進
策
に
つ
い
て
ど
う

考
え
る
か
。

　

「
鹿
屋
市
役
所
ス
マ
ー
ト
化

計
画
」
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、

情
報
行
政
課
を
再
編
し
、
デ
ジ
タ

ル
化
の
推
進
は
も
と
よ
り
、
体
制

の
強
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

代

表

質

問

代

表

質

問

政
伸
ク
ラ
ブ

会
派
　
至
誠
・
公
明

代
表
質
問
者

西
薗
　
美
恵
子

代
表
質
問
者

岡
元
　
浩
一

東　秀哉

下本地　隆

新保　秀美

福田　伸作

松本　辰二

児玉美環子福﨑　和士

市
長
の
施
政
方
針
及
び
予
算
編

成
に
つ
い
て

財
政
に
つ
い
て

女
性
視
点
か
ら
の
防
災
行
政
に

つ
い
て

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
に
よ
る
学
習

指
導
に
つ
い
て

鹿
屋
市
国
土
強
靭
化
地
域
計
画

に
つ
い
て
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会
派
構
成
員
議
員

　

大
隅
半
島
の
野
菜
や
肉
、
花

き
、
鮮
魚
等
を
集
積
し
、
全
国
へ

輸
送
し
て
い
く
よ
う
な
基
地
づ
く

り
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
ま
た
、
専
門
性
の
高
い
農
業
大

学
を
設
立
し
、
人
材
を
広
く
受
け

入
れ
る
な
ど
、
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
を
全
面
的
に
革
新
的
に
行
う

考
え
は
な
い
か
。

　

か
の
や
農
業
・
農
村
戦
略
ビ

ジ
ョ
ン
に
お
い
て
、
新
た
な
物
流

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
お
り
、
農
業
法
人
等
と

の
意
見
交
換
に
お
い
て
、
一
時
的

　

観
光
庁
の
「
誘
客
多
角
化
等

の
た
め
の
魅
力
的
な
滞
在
コ
ン
テ

ン
ツ
造
成
」
の
事
業
に
本
市
及
び

観
光
協
会
は
応
募
し
た
の
か
。

　
ま
た
、
お
お
す
み
観
光
未
来
会

議
へ
の
委
託
事
業
の
考
え
方
、
Ｄ

Ｍ
Ｏ
の
更
新
に
つ
い
て
ど
う
捉
え

て
い
る
か
示
さ
れ
た
い
。

　

お
お
す
み
観
光
未
来
会
議
を

代
表
に
、「
大
隅
半
島
エ
リ
ア
に

お
け
る
フ
ェ
リ
ー
を
活
用
し
た
サ

イ
ク
ル
観
光
誘
客
事
業
」
を
申
請

し
た
が
、
採
択
に
は
至
ら
ず
、
観

光
協
会
は
本
市
独
自
の
コ
ロ
ナ
対

策
事
業
を
計
画
し
て
い
た
こ
と
か

ら
応
募
は
し
な
か
っ
た
。

　
ま
た
、
委
託
事
業
に
つ
い
て
は
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
体
験

メ
ニ
ュ
ー
の
造
成
や
受
入
態
勢
強

化
、
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
係

る
委
託
を
検
討
し
て
い
る
。

　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
つ
い
て
は
、
登
録
要

件
を
満
た
し
て
お
り
、
更
新
に
つ

い
て
は
問
題
な
い
と
考
え
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
学
校
給
食
に
つ
い
て

・
公
共
施
設
に
つ
い
て

・
社
会
福
祉
法
人
の
特
別
監
査
に

つ
い
て

会
派
構
成
員
議
員

　

中
長
期
的
に
持
続
可
能
な
行

財
政
運
営
に
努
め
る
た
め
の
考
え

を
示
さ
れ
た
い
。

　
ま
た
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
型
や
企
業
版
の
ふ
る
さ
と
納

税
等
に
よ
る
財
源
確
保
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
み
、
ど
の
よ

う
に
計
画
し
て
い
く
の
か
。

　

第
二
次
鹿
屋
市
総
合
計
画
の

基
本
構
想
に
掲
げ
る
ま
ち
づ
く
り

の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
た
取
組

に
つ
い
て
、
積
極
的
な
事
業
展
開

を
図
り
、
時
代
潮
流
を
捉
え
た
計

画
的
な
投
資
な
ど
財
政
需
要
に
柔

軟
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
ま
た
、
各
ふ
る
さ
と
納
税
は
、

幅
広
く
寄
附
を
集
め
ら
れ
る
メ

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
も
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
の
認
識
が
重
要
と
考
え
る

が
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
も
感
染
リ

ス
ク
が
無
く
な
る
わ
け
で
は
な
い

た
め
、
マ
ス
ク
着
用
、
手
指
の
消

毒
、
３
密
を
避
け
る
取
組
等
を
周

知
す
る
た
め
の
チ
ラ
シ
を
配
布
す

る
な
ど
、
啓
発
を
続
け
て
ま
い
り

た
い
。

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

高
齢
者
の
心
身
の
健
康
が
懸
念
さ

れ
る
が
、
フ
レ
イ
ル
予
防
を
ど
の

よ
う
に
進
め
る
か
。

　

生
活
習
慣
病
予
防
と
フ
レ
イ

ル
予
防
を
一
体
的
か
つ
積
極
的
に

進
め
る
た
め
、「（
仮
称
）
一
体
的

推
進
室
」
を
設
置
し
、
関
係
課
と

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

・
コ
ロ
ナ
禍
に
打
ち
克
つ「
自
学
」

の
勧
め
に
つ
い
て

な
貯
蔵
施
設
の
必
要
性
を
伺
っ
て

お
り
、
継
続
的
な
課
題
と
認
識
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
本
市
農
業
を
持
続
的
に

発
展
さ
せ
る
た
め
、
新
規
就
農
者

の
確
保
・
育
成
は
重
要
な
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
現
時
点

に
お
い
て
、
市
独
自
の
農
業
大
学

校
を
設
立
す
る
考
え
は
な
い
が
、

今
後
も
県
立
農
業
大
学
校
や
鹿
屋

農
業
高
校
等
、
教
育
機
関
と
連
携

し
て
ま
い
り
た
い
。

　

太
陽
光
発
電
の
施
設
が
増
え

て
い
る
中
、
隣
接
す
る
地
権
者
と

の
ト
ラ
ブ
ル
が
散
見
さ
れ
る
。
市

民
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
、

新
た
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
条
例
を

制
定
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

本
市
で
は
、
が
け
崩
れ
等
の

危
険
、
土
砂
流
出
な
ど
の
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
つ

い
て
、
県
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
や
先

行
事
例
を
参
考
に
、
景
観
確
保
、

説
明
会
の
開
催
、
適
切
な
維
持
管

理
な
ど
を
定
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
策
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

代

表

質

問

代

表

質

問

会
派
　
創
生

会
派
　
黎
明

代
表
質
問
者

市
來
　
洋
志

代
表
質
問
者

吉
岡
　
鳴
人

繁昌　誠吾

岩松　近俊

近藤　善光

佐々木茂己

今村　光春

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業
に
つ
い
て

高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）

予
防
に
つ
い
て

太
陽
光
発
電
の
規
制
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

農
業
政
策
に
つ
い
て

観
光
振
興
に
つ
い
て

市
政
運
営
に
つ
い
て
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護
予
防
冊
子
を
作
成
す
る
な
ど
の

取
組
を
進
め
て
い
く
。

　

ご
み
削
減
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
資
源
循
環
化
に
向
け
た
取
組
を

ど
う
考
え
る
か
。

　
ま
た
、
過
度
な
森
林
伐
採
を
抑

制
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
ど
う
か
。

　

国
が
進
め
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
の
一
括
回
収
に
つ
い
て
、
ご
み

の
削
減
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
の

循
環
化
に
つ
な
が
る
一
方
、
分
別

回
収
体
制
の
変
更
や
中
継
施
設
の

整
備
・
運
営
等
が
必
要
と
な
る
こ

と
か
ら
、
国
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
ま
た
、
伐
採
を
す
る
際
は
事
前

に
届
け
出
を
し
て
も
ら
い
、
現
地

調
査
を
行
っ
た
上
で
適
合
通
知
書

等
を
発
出
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、

無
秩
序
な
伐
採
を
抑
制
す
る
た

め
、
事
前
の
周
辺
町
内
会
等
へ
の

説
明
、
確
約
書
の
提
出
を
義
務
付

け
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
次
期
市
長
選
挙
に
つ
い
て

・
学
校
給
食
の
無
償
化
に
つ
い
て

関
わ
ら
ず
、
補
助
事
業
に
よ
る
生

産
基
盤
の
充
実
・
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
中
山
間
地
域
等
の
農
業
・

農
村
の
維
持
に
向
け
た
各
種
支
援

事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

医
療
従
事
者
、
消
防
職
員
、

教
員
等
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
自
己
負

担
な
く
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
コ
ロ
ナ
に
係

る
健
康
維
持
と
孤
立
化
を
防
ぐ
た

め
の
対
策
を
示
さ
れ
た
い
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
助
成
事
業

に
お
い
て
、
感
染
拡
大
地
域
か
ら

の
転
入
者
や
出
張
者
を
対
象
に
検

査
費
用
の
３
分
の
２
を
助
成
し
て

い
る
。
医
療
従
事
者
や
救
急
隊
員

等
は
ワ
ク
チ
ン
の
優
先
接
種
対
象

者
と
な
っ
て
お
り
、
不
安
軽
減
が

図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
フ
レ

イ
ル
予
防
に
つ
い
て
は
、
チ
ラ
シ

の
作
成
と
配
布
、
気
軽
に
で
き
る

運
動
の
紹
介
な
ど
情
報
発
信
を
行

い
な
が
ら
、
運
動
・
認
知
・
栄
養

等
に
対
す
る
情
報
を
掲
載
し
た
介

会
派
構
成
員
議
員

　

鳥
獣
被
害
に
対
し
、
電
柵
設

置
や
狩
猟
免
許
取
得
及
び
維
持
へ

の
支
援
を
図
る
考
え
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
本
市
の
農
業
を
守
る
た

め
、
小
さ
い
農
家
へ
の
支
援
も
必

要
だ
と
考
え
る
が
、
今
後
の
展
開

に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

　

侵
入
防
止
柵
に
つ
い
て
は
、

地
域
が
主
体
と
な
っ
て
設
置
を
行

う
場
合
に
資
材
費
の
全
額
補
助
を

行
っ
て
お
り
、「
わ
な
」
の
狩
猟

免
許
の
新
規
取
得
経
費
や
「
銃
器
」

及
び
「
わ
な
」
の
新
規
取
得
講
習

会
の
受
講
料
の
一
部
助
成
も
行
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
小
規
模
農
家
の
支
援
に

つ
い
て
は
、
経
営
規
模
の
大
小
に

　

本
市
に
女
子
プ
ロ
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
チ
ー
ム
が
発
足
し
た
が
、
活

動
拠
点
の
施
設
整
備
が
必
要
と
思

わ
れ
る
が
、
考
え
を
示
さ
れ
た
い
。

　
ま
た
、
野
里
運
動
広
場
周
辺
へ

の
テ
ニ
ス
場
整
備
計
画
が
示
さ
れ

た
が
、
計
画
に
至
っ
た
経
緯
と
理

由
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

　

「
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ 

Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ｗ
Ａ

Ｖ
Ｅ 

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｙ
Ａ
」に
つ
い
て
、

百
引
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
提
供

し
、
練
習
に
必
要
な
備
品
等
を
整

備
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
来
年
度

は
広
告
事
業
に
よ
る
支
援
を
行
う
。

　
ま
た
、
西
原
健
康
運
動
公
園
テ

ニ
ス
場
は
、
軟
弱
地
盤
の
改
修
を

進
め
て
い
た
が
、
７
月
豪
雨
に
よ

り
、
擁
壁
の
沈
下
、
陥
没
等
が
発

生
し
、
再
整
備
を
し
て
も
安
全
性

の
確
保
が
見
込
ま
れ
な
い
た
め
、

代
替
地
を
検
討
し
た
結
果
、
野
里

運
動
広
場
周
辺
の
防
衛
省
敷
地
を

選
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
と
今
後

の
対
応
に
つ
い
て

・
農
業
政
策
に
つ
い
て

・
教
育
行
政
に
つ
い
て

リ
ッ
ト
が
あ
り
、
地
域
課
題
の
解

決
等
に
共
同
で
取
り
組
む
、
新
し

い
「
自
治
体
の
パ
ー
ト
ナ
ー
」
の

確
保
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
今

後
に
お
い
て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
、
地
域
の
魅
力
を
積

極
的
に
発
信
す
る
こ
と
で
、
稼
ぐ

力
を
高
め
、
地
域
活
性
化
等
に
つ

な
げ
て
ま
い
り
た
い
。

　

魅
力
あ
る
新
た
な
企
画
な
ど
、

中
小
企
業
の
稼
ぐ
力
を
引
き
出
す

よ
う
な
施
策
の
計
画
は
な
い
か
。

　

令
和
３
年
度
に
向
け
た
新
た

な
施
策
と
し
て
、
地
元
企
業
を
取

り
巻
く
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
、

大
学
と
連
携
し
実
態
調
査
・
分
析

を
行
い
、
市
内
事
業
者
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
や
若
者
が
起
業
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
つ
な
が
る
施

策
の
展
開
を
目
指
し
て
ま
い
る
。

　
さ
ら
に
、
経
営
力
の
向
上
や
強

化
を
図
る
た
め
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た
資
金
調

達
や
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
活
用
し

た
効
果
的
な
情
報
発
信
の
手
法
を

学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
、
事

業
者
の
「
稼
ぐ
力
」
を
強
化
す
る

た
め
の
取
組
を
進
め
る
。

代

表

質

問

社
民
・
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

代
表
質
問
者

米
永
　
淳
子

中馬美樹郎

時吉　茂治

商
工
振
興
に
つ
い
て

基
幹
産
業
振
興
に
つ
い
て

鹿
屋
市
ス
ポ
ー
ツ
関
係
施
設
再

配
置
計
画
に
つ
い
て

ご
み
削
減
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推

進
及
び
環
境
保
全
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
持
続
可
能
な
街
づ
く
り

に
つ
い
て
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◆
予
算
委
員
会

▽
令
和
３
年
度
鹿
屋
市
一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て

　

５
号
排
水
路
や
都
市
公
園
等

を
活
用
し
た
流
出
抑
制
施
設
に
つ

い
て
、
ど
こ
を
整
備
す
る
予
定
か
。

　

　

５
号
排
水
路
に
つ
い
て
は
、

旭
原
町
付
近
の
流
域
を
西
側
の
３

号
排
水
路
へ
、
流
出
抑
制
施
設
に

つ
い
て
は
、
旭
原
公
園
や
農
業
研

修
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
ひ
ま

わ
り
公
園
駐
車
場
の
３
箇
所
を
実

施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

ト
事
業
に
つ
い
て
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
は
ど
の
よ
う

に
配
置
す
る
の
か
。

　

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
本
年

度
３
名
を
配
置
し
て
い
る
が
、
新

た
に
４
名
配
置
す
る
。
令
和
３
年

４
月
開
始
に
向
け
、
機
器
設
定
や

教
職
員
へ
の
研
修
等
事
前
準
備
を

行
う
等
、
運
用
開
始
に
向
け
、
学

校
現
場
が
混
乱
し
な
い
よ
う
し
っ

か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

◆
産
業
建
設
委
員
会

▽
鹿
屋
市
工
場
等
立
地
促
進
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て　

優
位
性
の
あ
る
制
度
で
あ
る

こ
と
か
ら
丁
寧
に
周
知
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
の

ほ
か
、
機
会
を
捉
え
て
、
直
接
企

業
に
説
明
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
更
に
周
知
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
。

◆
文
教
福
祉
委
員
会

▽
鹿
屋
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

保
険
料
率
の
所
得
段
階
を
更

に
細
分
化
す
る
が
、
第
10
段
階
か

ら
第
13
段
階
ま
で
の
対
象
者
は
そ

れ
ぞ
れ
何
名
と
な
る
の
か
。

　

　

試
算
で
、
第
10
段
階
が
３
３

２
名
、
第
11
段
階
が
１
５
１
名
、

第
12
段
階
が
７
３
名
、
第
13
段
階

が
１
８
５
名
と
な
る
。

◆
総
務
委
員
会

▽
鹿
屋
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　

特
殊
勤
務
手
当
が
引
き
下
げ

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
か
。

　

　
当
該
手
当
を
引
き
下
げ
よ
う

と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
等

へ
の
対
応
作
業
に
従
事
し
た
職
員

に
特
例
で
支
給
す
る
特
殊
勤
務
手

当
の
額
を
、
作
業
内
容
に
よ
っ
て

細
分
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

◆
市
民
環
境
委
員
会

▽
令
和
３
年
度
鹿
屋
市
水
道
事
業

会
計
予
算
に
つ
い
て

　

老
朽
管
の
布
設
替
え
は
ど
の

く
ら
い
行
う
の
か
。

　

　

老
朽
管
の
全
体
延
長
は
３
０

５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
そ
の
う

ち
、
令
和
３
年
度
に
つ
い
て
は
、

約
２
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
布
設

替
え
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

保
険
料
の
値
上
げ
は
、
医
療

院
が
で
き
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る

が
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

も
含
め
支
援
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
介
護
保
険
料
が
上
が
れ

ば
、
保
険
料
も
利
用
料
も
払
え
な

く
な
る
人
が
増
え
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

　

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画

期
間
に
お
い
て
、
被
保
険
者
の
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
、
介
護
保
険

基
金
の
取
り
崩
し
、
自
立
支
援
・

重
度
化
防
止
等
取
組
の
強
化
、
保

険
料
所
得
段
階
の
弾
力
化
な
ど
に

よ
り
保
険
料
の
基
準
額
上
昇
の
圧

縮
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
保
険
料
上
昇
に
伴
う
負

担
増
に
対
し
て
は
、
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
保
険
料
の
減
額
や
災
害

に
よ
る
収
入
が
減
少
し
た
場
合
な

ど
に
、
保
険
料
や
利
用
料
の
減
免
・

免
除
を
行
っ
て
お
り
、
利
用
者
負

担
に
つ
い
て
も
、
所
得
段
階
に
応

じ
て
利
用
者
負
担
の
上
限
額
を
設

定
し
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
市
役
所
の
ス
マ
ー
ト
化
に
つ
い

て

　

第
５
次
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
指
導
的

立
場
に
あ
る
女
性
を
30
％
に
、
と

い
う
目
標
を
政
府
は
掲
げ
た
こ
と

に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

　
ま
た
、
今
後
の
女
性
管
理
職
登

用
の
目
標
を
示
さ
れ
た
い
。

　

国
が
示
し
た
割
合
目
標
に
つ

い
て
、
誰
も
が
性
別
を
意
識
す
る

こ
と
な
く
活
躍
す
る
社
会
を
作
る

上
で
重
要
と
認
識
し
て
お
り
、
女

性
職
員
の
管
理
監
督
職
へ
の
積
極

的
な
登
用
を
推
進
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
主
査
を
含
む
係
長
級
以

上
の
女
性
職
員
の
割
合
を
20
％
と

目
標
を
定
め
て
い
る
中
で
、
現
在

18
・
１
％
、
係
長
以
上
の
管
理
職

へ
の
登
用
は
７
・
８
％
に
留
ま
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
職
員

の
育
成
を
図
り
、
女
性
管
理
職
の

割
合
を
増
や
し
て
ま
い
り
た
い
。

個

人

質

問
柴立  豊子

議員
（日本共産党）

各
常
任
委
員
会
審
査
報
告

女
性
職
員
の
管
理
職
へ
の
登
用

に
つ
い
て

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

つ
い
て
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◆
文
教
福
祉
委
員
会

▽
構
成
委
員

◎
福
田
　
伸
作
　
〇
田
辺
　
水
哉

・
東
　
秀
哉
　
　
・
市
來
　
洋
志

・
宮
島
　
眞
一
　
・
福
﨑
　
和
士

・
花
牟
礼
　
薫

▽
所
管
事
項

・
教
育
委
員
会
、
保
健
福
祉
部
及

び
福
祉
事
務
所
の
所
管
に
関
す

る
事
項

　
令
和
３
年
度
の
議
会
運
営
委
員

会
及
び
各
常
任
委
員
会
の
委
員
会

構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

（
◎
は
委
員
長
　
○
は
副
委
員
長
）

◆
議
会
運
営
委
員
会

▽
構
成
委
員

◎
岡
元
　
浩
一
　
〇
岩
松
　
近
俊

・
新
保
　
秀
美
　
・
松
本
　
辰
二

・
繁
昌
　
誠
吾
　
・
市
來
　
洋
志

・
原
田
　
靖
　
　
・
伊
野
　
幸
二

・
田
辺
　
水
哉
　
・
福
﨑
　
和
士

▽
所
管
事
項

・
議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項

・
議
会
の
会
議
規
則
、
委
員
会
に

関
す
る
条
例
等
に
関
す
る
事
項

・
議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事
項

◆
予
算
委
員
会

▽
構
成
委
員

◎
市
來
　
洋
志
　
〇
中
馬
美
樹
郎

・
東
　
秀
哉
　
　
・
西
薗
美
恵
子

・
今
村
　
光
春
　
・
梶
原
　
正
憲

・
別
府
込
初
男
　
・
田
辺
　
水
哉

・
岩
松
　
近
俊
　
・
岡
元
　
浩
一

・
下
本
地
　
隆
　
・
児
玉
美
環
子

・
柴
立
　
豊
子

▽
所
管
事
項

・
一
般
会
計
予
算
に
関
す
る
事
項

項

◆
総
務
委
員
会

▽
構
成
委
員

◎
松
本
　
辰
二
　
〇
吉
岡
　
鳴
人

・
佐
々
木
茂
己
　
・
原
田
　
靖

・
伊
野
　
幸
二
　
・
児
玉
美
環
子

▽
所
管
事
項

・
市
長
公
室
、
総
務
部
、
選
挙
管

理
委
員
会
、
公
平
委
員
会
及
び

監
査
委
員
の
所
管
に
関
す
る
事

項
並
び
に
他
の
委
員
会
の
所
管

に
属
さ
な
い
事
項

◆
市
民
環
境
委
員
会

▽
構
成
委
員

◎
今
村
　
光
春
　
〇
新
保
　
秀
美

・
梶
原
　
正
憲
　
・
岩
松
　
近
俊

・
下
本
地
　
隆
　
・
柴
立
　
豊
子

・
永
山
　
勇
人

▽
所
管
事
項

・
市
民
生
活
部
及
び
上
下
水
道
部

の
所
管
に
関
す
る
事
項

◆
産
業
建
設
委
員
会

▽
構
成
委
員

◎
繁
昌
　
誠
吾
　
〇
近
藤
　
善
光

・
西
薗
美
恵
子
　
・
別
府
込
初
男

・
岡
元
　
浩
一
　
・
時
吉
　
茂
治

・
中
馬
美
樹
郎

▽
所
管
事
項

・
建
設
部
、
農
林
商
工
部
及
び
農

業
委
員
会
の
所
管
に
関
す
る
事

項

委
員
会
活
動



編集後記 令和３年６月定例会会期日程（案）

議会報委員会
　議会だよりは、議会内容を要約して掲載

しています。詳細については、会議録を閲

覧ください。

　よりよい誌面づくりのために皆様のご意

見・ご感想等を議会報委員会（議会事務局

内）までお寄せください。

※　令和３年６月定例会は、６月11日（金）から６月30日

（水）までの20日間の会期で開催予定です。

　詳細な日程等については、議会事務局までお問い合わ

せください。

※　市役所の本庁舎４階 議会傍聴席にて傍聴できます。

※　傍聴の際は、留意事項をお守りいただきます。

（新型コロナウイルス感染症対策のため、マスク着用

や手指の消毒など留意事項を必ず遵守してください。

本会議はライブ中継を行っておりますので、是非イン

ターネット中継をご活用ください。）

　新年度を迎え、若葉の緑がすがすがし

く感じられる季節になりました。

　議会の新体制がスタートして、議会報

委員会のメンバーも変わりました。市民

の皆様に「議会」を身近に感じていただ

くために、より良い発信・広報ができる

ように努めてまいります。

　さて、コロナ禍の中で不安な毎日をお

過ごしの方も多いと思います。議会の際

は、傍聴を自粛していただいた方々、傍

聴の際に衛生管理を徹底してくださった

方々のご協力に感謝申し上げます。この

ウイルス感染が、一刻も早く収束するこ

とを願っております。

（議会報委員会委員長　中馬　美樹郎）

◎中馬　美樹郎　　　○佐々木　茂己
 ・東　　秀哉　　　　・梶原　正憲
 ・近藤　善光　　　　・下本地　隆

◎は委員長　○は副委員長

【問い合わせ先】
　TEL：0994-31-1143（議会事務局内）

月 火 水 木 金

6/7 8 9 10 11
本会議

14 15 16 17 18

21
本会議
(一般質問)

22
本会議
(一般質問)

23
本会議
(一般質問)

24
総務委員会
市民環境委員会

25
産業建設委員会
文教福祉委員会

28
予算委員会

29
予備日

30
本会議

令和 3年４月 28日 市 議 会 だ よ り 61号
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○かのや市議会だより第60号（１/28発行）の修正について

　かのや市議会だより第 60 号について、下記のとおり誤りがありました。

　お詫びして訂正しますとともに、誤字脱字の確認を徹底し、再発防止に努めます。

１

修正場所 ４ページ　４段目

修正内容
【固定資産評価審査委員会委員名の修正】

　（誤）福留　昇　→　（正）永野　しのぶ

２

修正場所 11 ページ　１段目

修正内容

【東秀哉議員の一般質問内容の修正】

（誤）農業集落排水事業、合併浄化槽利用者の経費負担との整合性を図る

ため、公共下水道使用料を上げるべきと考えるがどうか。

（正）農業集落排水事業、合併浄化槽利用者の経費負担との整合性を図る

べきと考えるがどうか。


